
 

 

 

            

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

コロナ禍の中で自粛生活が余儀なく
され、お友達と一緒に花見や旅行がで
きるのかどうかなど、気になることが増
えて、気分がスッキリしなくてストレスがた
まりそうです。 

加齢とともに発症する「認知症」は、現在６５歳以上の高齢者の 7人に一
人、全国では約６３０万人（高齢者人口の１８％）いるといわれています。 
「認知症」を予防するうえで、日頃注意すべき項目として「食事」「運

動」「ストレス」「アルコール」の４項目があげられますが、個々の項目につ
いての説明は別の機会に譲るとして、今回は今のあなたの生活の中で
の「認知症」に対する気づきのチェックをしてみましょう。 
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   クリーンで無尽蔵 
風力、地熱あれど 太陽光は圧倒的 
太陽エネルギーを全て変換できたら、世界が 1
年間に消費するエネルギーをわずか 1時間でま
かなえる。 
今はまだ研究レベルで 40%、 実用レベルで
20%ほど。 未だ未だ！ 地球の未来をガラッと変
える技術革新が待たれる。 

 

 
コロナ禍でも大変便利。会議やプライベ

ート仲間どうしの会話ができるようになり
ました。スマホアプリを使用した映像音声
（または、音声のみでも可）を取り入れた
相互会話だ。手のひらに世界が。2１世紀最
大の発明品とも言われるスマホ。電話、カ
メラ、コンピューター、放送設備まで収ま
る。 マスコミが独占していた情報発信は個
人単位で行える。世界の様々な商品を居な 

がらにして手にできる時代。新しい社会インフラの恩恵を全ての
人が享受できること。これがＳＤＧｓだ。 技術の真価は「誰１
人取り残さない優しさにある」。 まだまだか？ 沢山のアイディ
アを出し合おう！ 古希の祝いにお子さんから頂いたガラケーだ
もの、スマホに替えられない理由ってありますよね。 

 

 

 

 

 
 

みんなが大切だよ！ 
一人ひとりが大切。人種・性別・身体的能力・
高齢者・外国人の受入れなど「すべての人に
チャンスを！」一人は、みんなの為に！ みんなは
一人の為に！ジグソーパズルには不要なピース
なんて１つも無いし、このピースが特に重要、と
いうこともない。だが、どの 1つが欠けても完
成しない。 みんなが大切、職場、学校、地域の
コミュニティ、そして社会全体、全ての人が、互
いのことをそんな風に感じられようになれば、 

世界は変わる。世界の子どもの 4人に一人が紛争や災害で不安、不安
定な生活に困窮している、実に５憶３５００万にのぼる。 
 
 

 
 
手と手をつなごう 
黒人が警察官に殺され、アジア人がバイ菌

扱いされ、同じ民族が「ののしり合って」ビルが
爆破される。 世界を覆うコロナ禍が招いた沈
滞、「いらだち」、人々の分断を加速させる。 
肌の色の違い、文化の違いを越えて熱い声

援を送り合った昨年のラグビーワールドカップ
を思い出そう！ 

 

 

新型コロナウイルス禍が長引く中、孤独や孤立問題が社会問題化している。また、
現在全国における自殺者数の急増が大きな問題になっています。社会経済状況
が急激な変化に伴い、全ての年代で毎日の生活活動が大きく変わり、生活の変
化に伴うストレスや心身のバランスを崩しやすくなります。この様な状況の中、自
分の心や体の状態に変化を感じたときは無理をせず相談しましょう。 

 市川市にも専門職の方が『市川市こころの健康相談』を受けています。 
   


